
工業 
 科目 化学工学 （選択） 

授業時数 ２ 単位 

 環境化学科 履修学年 ３ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，化学工業の発展を担う職業人として必要

な資質・能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ２８時間 ３学期 ２２時間 

第１章 化学工場と化学工学 

・化学工業と化学工場 

・化学工場の特徴 

・プロセスとプラント 

・反応操作と単位操作 

 

第２章 物質収支 

・単位と有効数字 

・物質の流れと物質収支 

20 

 

第２章 物質収支 

・化学反応をともなわないプロセスの

物質収支 

・化学反応をともなうプロセスの物質

収支 

 

第３章 液体と気体の流れ 

・液体の取り扱い 

・気体の取り扱い 

・管内の液体・気体の流れ 

 

第４章 熱の取り扱い 

・熱の移動と熱の基礎知識 

・熱交換器 

・伝熱の計算 

20 

 

 

 

10 

 

 

第５章 熱の出入りをともなう操作 

・蒸発 

・空気の調湿 

 

第６章 物質の分離と精製 

・蒸留  ・吸収 

・抽出  ・その他の分離・精製法 

 

第９章 計測と制御 

・プロセス変量の計測と伝送 

 

第１１章 化学工場の安全と法規 

・労働安全 

・化学プラントでの災害と安全性と確保 

20 

 

 

教材  授業の進め方 

教科書：「化学工学」実教出版 

自主作成教材（プリント） 

 化学工場・プラントを操作するうえで必要な知識・技術・操作方法を学ぶ。 

化学工場で実際に使用されている器具や装置を例にあげ，視覚的にわかるようにす

る。各時間でプリントを配り，知識の定着を確認しながら進める。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

化学製品の製造について単位操

作や計測・制御の原理，安全管

理を踏まえて理解するとともに，

関連する技術を身に付けている。 

化学製品の製造に関する課題を

発見し，技術者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を身に付けてい

る。 

化学製品を製造する力の向上を

目指して自ら学び，化学工業の

発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を身に付けている。 

習得する 

（わかる） 

化学製品の製造について単位操

作や計測・制御の原理，安全管

理を踏まえて理解している。 

化学製品の製造に関する課題を

発見し，技術者として工業技術

の進展に対応し解決する力を身

に付けている。 

化学製品を製造する力の向上を

目指して自ら学び，協働的に取

り組もうとしている。 

評価方法 
定期考査・課題・ノート・授業

観察 

定期考査・課題・ノート・授業

観察 

授業観察（意欲・態度）・自主的

なレポート 

 



単元別 評価規準 

第１章 化学工場と化学工学 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

化学工場と化学プラントについて

種類や特徴を踏まえて理解してい

るとともに，関連する技術を身に付

けている。 

化学工場の施設や設備に着目し

て，化学工場と化学プラントに関す

る課題を見いだすとともに解決策を

考え，科学的な根拠に基づき結果

を検証し改善できる。 

化学工場と化学プラントについて

自ら学び，化学工業の発展に主

体的かつ協働的に取り組むことが

できる。 

習得する 

（わかる） 

化学工場と化学プラントについて

種類や特徴を踏まえて理解してい

る。 

化学工場の施設や設備に着目し

て，化学工場と化学プラントに関す

る課題を見いだすとともに解決策を

考えることができる。 

化学工場と化学プラントについて

自ら学び，化学工業の発展に取り

組むことができる。 

第２章 物質収支 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

物質とエネルギー収支について物

質収支，エネルギー収支及び化学

工学に必要な単位と単位換算を踏

まえて理解しているとともに，関連

する技術を身に付けている。 

資源やエネルギーの有効利用に着

目して，物質とエネルギー収支に

関する課題を見いだすとともに解決

策を考え，科学的な根拠に基づき

結果を検証し改善できる。 

物質とエネルギー収支について

自ら学び，化学工業の発展に主

体的かつ協働的に取り組むことが

できる。 

習得する 

（わかる） 

物質とエネルギー収支について物

質収支，エネルギー収支及び化学

工学に必要な単位と単位換算を踏

まえて理解している。 

資源やエネルギーの有効利用に着

目して，物質とエネルギー収支に

関する課題を見いだすとともに解決

策を考えることができる。 

物質とエネルギー収支について

自ら学び，化学工業の発展に取り

組むことができる。 

第３章 液体と気体の流れ 第４章 熱の取り扱い 第５章 熱の出入りをともなう操作 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

単位操作について化学工業にお

ける単位操作の原理と実務を踏ま

えて理解するとともに，関連する技

術を身に付けている。 

物質収支とエネルギー収支に着目

して，化学工業における単位操作

に関する課題を見いだすとともに解

決策を考え，科学的な根拠に基づ

き結果を検証し改善できる。 

化学工業における単位操作につ

いて自ら学び，化学工業の発展に

主体的かつ協働的に取り組むこと

ができる。 

習得する 

（わかる） 

単位操作について化学工業にお

ける単位操作の原理と実務を踏ま

えて理解している。 

物質収支とエネルギー収支に着目

して，化学工業における単位操作

に関する課題を見いだすとともに解

決策を考えることができる。 

化学工業における単位操作につ

いて自ら学び，化学工業の発展に

取り組むことができる。 

第６章 物質の分離と精製  第９章 計測と制御 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

化学工業における計測と制御につ

いて原理と用途を踏まえて理解す

るとともに，関連する技術を身に付

けている。 

化学プラントの効率化に着目して，

計測と制御に関する課題を見いだ

すとともに解決策を考えることがで

きる。  

化学工業における計測と制御に

ついて自ら学び，化学工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組

むことができる。 

習得する 

（わかる） 

化学工業における計測と制御につ

いて原理と用途を踏まえて理解し

ている。 

化学プラントの効率化に着目して，

計測と制御に関する課題を見いだ

すとともに解決策を考え，科学的な

根拠に基づき結果を検証し改善で

きる。 

化学工業における計測と制御に

ついて自ら学び，化学工業の発

展に取り組むことができる。 

第１１章 化学工場の安全と法規 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用でき

る 

（できる） 

化学工場の管理と安全について化

学工場における工程管理と品質管

理，化学プラントの安全管理を踏ま

えて理解するとともに，関連する技

術を身に付けている。 

化学工業での災害防止や安全管

理の重要性に着目して，化学工場

の管理と安全に関する課題を見い

だすとともに解決策を考え，科学的

な根拠に基づき結果を検証し改善 

できる。 

化学工場の管理と安全について

自ら学び，化学工業の発展に主

体的かつ協働的に取り組むことが

できる。 

習得する 

（わかる） 

化学工場の管理と安全について化

学工場における工程管理と品質管

理，化学プラントの安全管理を踏ま

えて理解している。 

化学工業での災害防止や安全管

理の重要性に着目して，化学工場

の管理と安全に関する課題を見い

だすとともに解決策を考えることが

できる。  

化学工場の管理と安全について

自ら学び，化学工業の発展に取り

組むことができる。 

 


